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第２号議案 

災害等扶助交付金の決定及び交付額決定通知書の通知について 

（案） 

 中国電力ネットワーク株式会社及び九州電力送配電株式会社より申請を受けた災害

等扶助交付金の交付申請書に関して、業務規程第１７６条の１３第１項の規定に基づ

き申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２項の規定に基づき交付金額

を決定し、交付対象者へ決定通知書を通知する。 

１．交付申請者 

（１）中国電力ネットワーク株式会社 

（２）九州電力送配電株式会社 

２．申請件名（案件番号） 

（１）７月大雨による被害に対する仮復旧費用（２０２１－９） 

（２）２０２１年７月大雨による被害に対する仮復旧費用（２０２１－１０） 

（３）２０２１年８月大雨による被害に対する仮復旧費用（２０２１－１１） 

※（１）は中国電力ネットワーク株式会社、 

（２）及び（３）は九州電力送配電株式会社からの申請 

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく 

３．申請受理日（案件番号） 

（１）２０２１年１２月２７日（２０２１－９） 

（２）２０２２年 １月 ７日（２０２１－１０） 

（３）２０２２年 １月 ７日（２０２１－１１） 

４．交付金額（審査結果） 

別紙１の審査結果に基づく 

（１） ４，７０７，０００円 

（２） １５，６６１，０００円 

（３） ２６，８９５，０００円 

（自己負担１割を除いた額） 

５．申請事業者への決定通知書 

別紙２～４の通り 
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６．交付金の支払い 

４．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超えるため、業務規程第１７

６条の１４第２項の規定に基づき、２０２２年度分災害等扶助拠出金の納付完了の

翌月末を以って交付する。 

 

 交付金額 ２０２２年２月末日 

支払い額 

２０２２年度分 

災害等扶助拠出金の納

付完了の翌月末日 

支払い額 

（１）７月大雨 

＜中国電力ネットワーク＞ 
４，７０７，０００円 － ４，７０７，０００円 

（２）７月大雨 

＜九州電力送配電＞ 
１５，６６１，０００円 － １５，６６１，０００円 

（３）８月大雨 

＜九州電力送配電＞ 
２６，８９５，０００円 － ２６，８９５，０００円 

合計 ４７，２６３，０００円 － ４７，２６３，０００円 

 

以 上 

 

【添付資料】 

別紙１：災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果について 

別紙２：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（７月大雨による

被害に対する仮復旧費用（２０２１－９）） 

別紙３：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（２０２１年７月

大雨による被害に対する仮復旧費用（２０２１－１０））  

別紙４：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（２０２１年８月

大雨による被害に対する仮復旧費用（２０２１－１１）） 

 

＜参考＞ 

（災害等扶助交付金の交付） 

第１７６条の１４ 本機関は、前条第２項の規定により通知した金額を当該申請をし

た交付対象者に交付する。 

２ 前項の規定にかかわらず、本機関は、ある事業年度に交付する災害等扶助交付金

の金額が災害等扶助拠出金の積立残高を超える場合においては、当該超える金額は、

翌事業年度以降に納付される災害等扶助拠出金をもって、翌事業年度以降に交付対象

者に交付する。 



災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果
について

（別紙１）

１．中国エリア 7月大雨による被害に対する仮復旧費用
２．九州エリア 2021年7月大雨による被害に対する仮復旧費用
３．九州エリア 2021年8月大雨による被害に対する仮復旧費用

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく



1災害等扶助交付金の申請内容について

◼ 中国電力ネットワーク(株)及び九州電力送配電(株)より、3件の災害等扶助交付金申請があった。
（申請書類の不備等を確認の上、12/27～1/7付で受理済）

◼ 本機関にて申請内容について審査を行った結果を以って、本理事会にて交付額を決定し、交付額の決
定通知書の発行及び交付金支払いを行うこととしたい。

被災事業者 広域機関

１.災害基準確認

2.申請
3.相互扶助審査開始

4.支払い額の決裁
（理事会）

5.決定通知書発行

6.交付金支払い

7.交付金実績整理

支払い確認

通知書受理

8.年度の交
付実績報告
書を作成

10.年度末
時点における
累計交付金
額の通知

9.年度の交付
実績を報告

年度末時点におけ
る累計交付金額
の通知を受理
（一般送配電事業者）

＜申請交付に係る業務フロー＞ ＜今回申請内容＞

停電発生日
（下段：99％停
電解消日）

該当する災害要件 最大停電
件数

申請交付金（自己
負担額控除後）

7月大雨
（中国）

2021/7/12
(2021/7/12)

【発災直後】
1時間降水量が80㎜以
上を観測

5,364戸 4,707,000円

7月大雨
（九州）

2021/7/10
(2021/7/11)

【発災前】
7/10 5:30に大雨特別
警報が発表

約0.9千戸 15,661,000円

8月大雨
（九州）

2021/8/14
(2021/8/15)

【発災前】
8/14 2:15に大雨特別
警報が発表

約2.1千戸 26,895,000円

合計 47,263,000円
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1.時間外労務費・日当, 

4,975千円2.人員の移動・宿泊費, 

6千円

3.委託費, 

189千円

4.電源車の燃料, 

59千円

申請対象費用

5,230千円

（１）中国エリア 7月大雨 ～申請金額の概要および内訳～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

◼ 復旧対応は1日間、時間外労務費の対象として、延べ400名強が復旧対応にあたった。
◼ 仮復旧に資する工事は一件のみであり、申請金額の大半(90%超)が時間外労務費となっている。
◼ なお、他電力からの応援はなかった。

×0.9 = 4,707千円
※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。



3（2）九州エリア 2021年7月大雨 ～申請金額の概要および内訳～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

◼ 復旧対応は2日間、時間外労務費の対象として、延べ200名強が復旧対応にあたった。
◼ 申請金額の約60%が仮復旧工事に係る委託費となっており、送電設備の航空巡視や配電設備工事
のための支障木伐採が主な内容となっている。

◼ なお、他電力からの応援はなかった。

1.時間外労務費・日当, 

6,814千円

2.人員の移動・宿泊費, 

115千円

3.委託費, 

10,472千円
申請対象費用

17,401千円

×0.9 = 15,661千円
※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。
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1.時間外労務費・日当, 

19,225千円2.人員の移動・宿泊費, 

537千円

3.委託費, 

9,182千円

4.電源車の燃料・移動・点検費,

938千円

申請対象費用

29,883千円

×0.9 = 26,895千円

（3）九州エリア 2021年8月大雨 ～申請金額の概要および内訳～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

◼ 復旧対応は2日間、時間外労務費の対象として、延べ約650名超が復旧対応にあたった。
◼ 申請金額の約70%が時間外労務費となっており、その他は、送電設備の航空巡視や配電設備工事の
ための支障木伐採に係る委託費、電源車の燃料代（タンクローリーでの燃料輸送含む）が主な内容
となっている。

◼ なお、他電力からの応援はなかった。

※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。



5審査結果

◼ 審査の結果、申請金額及び証憑等に問題点はないことを確認した。
◼ 本申請案件に係る交付額について、計47,263,000円で決定する。

申請対象費用
審査結果 *交付額

（審査の上決定）承認額 査定額

中国エリア 7月大雨 5,229,997円 5,229,997円 0円 4,707,000円

九州エリア 7月大雨 17,401,079円 17,401,079円 0円 15,661,000円

九州エリア 8月大雨 29,883,237円 29,883,237円 0円 26,895,000円

合計 52,514,313円 52,514,313円 0円 47,263,000円

×
0.9

（10%は自己負担）
千円未満四捨五入



6まとめ ～交付額の決定及び申請事業者への対応について～

◼ 速やかに交付額の決定通知書を発行し、交付対象者へ通知する。
◼ 今回の交付決定額は、災害等扶助拠出金の積立残高を超えるため、業務規程176条の14第2項の規
定に基づき、2022年度分災害等扶助拠出金の納入完了の翌月末日を以って支払う。

交付額
（今回決定）

（１）
2022/2月末日

支払い額

（２）
2022年度分災害等扶助拠出金
の納入完了の翌月末日支払い額

積立残高：なし

【2022年度拠出総額（予定）
ー既交付予定分】
66,028,000円

中国エリア 7月大雨 4,707,000円 ⇒ 0円 4,707,000円

九州エリア 7月大雨 15,661,000円 ⇒ 0円 15,661,000円

九州エリア 8月大雨 26,895,000円 ⇒ 0円 26,895,000円

上記交付後の
2022年度拠出総額(予定)に
対する残高

18,765,000円



7＜参考＞現在の申請状況および拠出金残高について

申請者 件名 受理日
理事会
付議日

支払い前
積立残高(a)

交付決定額(b)
振込額

(a)を超える額は
翌年度交付

翌年度
交付額

沖縄電力
2020年台風8号の被害に対する災害
等復旧費用の相互扶助交付金

7/16 8/4 990,000,000 572,000 572,000

沖縄電力
2020年台風9号の被害に対する災害
等復旧費用の相互扶助交付金

7/16 8/4 989,428,000 114,695,000 114,695,000

沖縄電力
2020年台風10号の被害に対する災害
等復旧費用の相互扶助交付金

7/16 8/4 874,733,000 30,204,000 30,204,000

中部電力ＰＧ
2020年7月豪雨の被害に対する災害
等復旧費用

10/11 11/4 844,529,000 35,939,000 35,939,000

東北電力ＮＷ
福島沖地震による被害に対する災害等
復旧費用

10/11 11/4 808,590,000 24,203,000 24,203,000

九州電送配電
九州エリア台風9号による被害に対する
仮復旧費用

10/13 12/15 784,387,000 249,742,000 249,742,000

九州電送配電
九州エリア台風10号による被害に対する
仮復旧費用

10/13 12/15 534,645,000 754,364,000 534,645,000 219,719,000

九州電送配電
九州エリア令和2年7月豪雨による被害
に対する仮復旧費用

10/13 12/15 0 704,253,000 0 704,253,000

中国電力NW
７月大雨による被害に対する仮復旧費
用

12/27 1/26 0 4,707,000 0 4,707,000

九州電送配電
2021年7月大雨による被害に対する仮
復旧費用

1/7 1/26 0 15,661,000 0 15,661,000

九州電送配電
2021年8月大雨による被害に対する仮
復旧費用

1/7 1/26 0 26,895,000 0 26,895,000

◼ 既に積立残高は『0円』のため、今回決定分の3案件とも翌年度支払いとなり、既決定分を含む翌年度繰
越総額は、971,235,000円となっている。

◼ なお、年度末にかけて、2021年度分災害分としてあと５件が申請予定。
＜審査終了＞

＋
＜2021年度災害分＞

8月に西日本で発生した豪雨、沖縄地方を襲った台風につき、現時点で計5件程度の申請を予定
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【補足資料】
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１．中国エリア 7月大雨による被害に対する仮復旧費用
（中国電力ネットワーク株式会社）



10対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 中国エリア 7月大雨による被害に対する仮復旧費用

2．災害要件

3．被害状況
・停電発生日時 ：2021年7月12日（月）4時
・最大停電日時、 戸数：2021年7月12日 13時、5,364戸
・損害設備状況：電柱折損ほか6本、高圧線の断線6径間等
・仮復旧終了扱い日時点の停電戸数 : 40戸
（99％停電解消となる基準戸数：53戸）

4．仮復旧終了日（扱い日）
2021年7月12日 20時

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額）

4,707,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災直後）
・1時間降水量が80㎜以上を観測（7/12 7時54分）



11対象となる申請案件の災害概要 ～中国エリア 7月大雨の概要～

◼ 7月4日から7月13日にかけて梅雨前線が西日本に停滞して中国地方に温かく湿った空気が流れ込んだ
ため大気の状態が非常に不安定となって各地に大雨を降らせた。

◼ 特に鳥取県では、短期間で7月の月降水量平年値の2倍を超えた地点もあるなどの記録的な大雨となり、
7月13日鳥取危機管理局の発表によると、鳥取県内ではこの大雨によって、床上・床下浸水などの住家
被害、山がけ崩れ、停電等の被害が発生した。

<気象庁/鳥取地方気象台 報道発表資料より抜粋>
https://www.jma-net.go.jp/tottori/t_kishou/20210714kisyosoku.pdf



12対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

◼ 以下により、交付対象となる災害基準要件（発災直後の1時間降水量80mm以上を観測)を満たして
いることを確認した。 （中国電力ネットワーク株式会社提供資料より）



13対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

停電件数の推移

停電発生
7/12 4:00

停電ピーク
7/12 13:00

99%停電復旧
7/12 20:00

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

該当なし
仮/本
区分可

仮/本
区分不可

伐採工事

事前対応

該当なし

該当なし 大雨復旧対応

上記対応に資する申請

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7/12

4時

7/12

11時

7/12

12時

7/12

13時

7/12

14時

7/12

15時

7/12

16時

7/12

17時

7/12

18時

7/12

20時

停電ピーク
7/12 13時5,364軒

停電発生
7/12 4時

99%停電復旧
7/12 20時

該当なし

該当なし
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◼ 時間外労務費の対象として、延べ400名強が復旧対応にあたった。
◼ 申請している作業内容が適切か、時間外単価/日当及び各種手当が当該会社の各種規程に基づき適
切に計算されているか、申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか
等について審査し、問題ないことを確認した。

審査結果 ①時間外労務費・日当等

項目 申請対象費
用 審査額 差異

時間外労務費 4,402 4,402 ０

日当
0 0 0

その他手当
(作業手当
深夜手当
特別労働手当）

573 573 0

計 4,975 4,975 0

＜①時間外労務費・日当の内訳＞

単位：千円
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◼ 停電復旧までに宿泊対応を行ったのは1名のみであった。
◼ 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合し
ているか等について審査し、問題ないことを確認した。

審査結果 ②人員の移動・宿泊費

項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費 4 4 0

宿泊費 2 2 0

その他費用
（レンタカー、レ
ンタル布団等）

0 0 0

計 6   6 0

＜②人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞

単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞
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単位：千円



16２．審査結果 ③委託費、④電源車の燃料代

項目 申請対象
費用 審査額 差異

伐採工事費 189 189 0

計 189 189 0

単位：千円

＜③委託費の内訳＞ ＜④電源車の燃料代＞

項目 申請対象
費用 審査額 差異

発電機車燃料
（軽油・引取税） 59 59 0

計 59 59 0

単位：千円

◼ 委託費は、配電線路接近による支障木伐採に関する工事1件のみであった。
◼ 委託業務範囲/工事内容や証憑及び申請金額等について審査し、問題ないことを確認した。



17

２．九州エリア 2021年7月大雨による被害に対する仮復旧費用
（九州電力送配電株式会社）



18対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 九州エリア 2021年7月大雨による被害に対する仮復旧費用

2．災害要件

3．被害状況 ・停電発生日時 ：2021年7月10日（土）
・最大停電日時、 戸数：2021年7月10日6時、約0.9千戸
・損害設備状況：〔配電〕停電回線数(累計)：16回線

（主に、土砂崩れや樹木倒木による電柱・電線被害)
・仮復旧終了扱い日時点の停電戸数 : 0戸
（99％停電解消となる基準戸数：9戸）

4．仮復旧終了日（扱い日）
2021年7月11日 15時

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額）

15,661,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災前）
・7/10 5時30分に鹿児島県、55分に宮崎県、6時10分に熊本県に大雨特別警報発令



19対象となる申請案件の災害概要 ～九州エリア 2021年7月大雨の概要～

◼ 2021年7月9日から10日にかけて、梅雨前線が朝鮮半島南岸から対馬海峡に停滞し、太平洋高気圧
の周辺から前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、九州南部で大気の状態が非常に不安
定となり記録的な大雨をもたらした。

◼ 特に鹿児島県・宮崎県・熊本県では、線状降水帯の発生により局地的に雷も伴う猛烈な雨が降り続いた。

<気象庁/福岡管区気象台 速報：報道発表資料より抜粋>
https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/gyomu/osirase/20210710_1115.pdf



20対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

◼ 以下により、交付対象となる災害基準要件（7/10：鹿児島県・宮崎県・熊本県に大雨特別警報が発
令)を満たしていることを確認した。（九州電力送配電株式会社提供資料より）



21対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

停電件数の推移

特別警報発令
7/10 5:30

停電ピーク
7/10 6:00

99%停電復旧
7/11 15:00

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

該当なし
仮/本
区分可

仮/本
区分不可

伐採工事、巡視など

事前対応

該当なし

該当なし 設備復旧、災害対策本部、事業所内支援など

上記対応に資する申請
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22審査結果 ①時間外労務費・日当等

＜①時間外労務費・日当の内訳＞

単位：千円

◼ 時間外労務費の対象として、延べ約200名強が復旧対応にあたった。
◼ 申請している作業内容が適切か、時間外単価/日当及び各種手当が当該会社の各種規程に基づき適
切に計算されているか、申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか
等について審査し、問題ないことを確認した。

項目 申請対象費
用 審査額 差異

時間外労務費 6,402 6,402 ０

日当
8 8 0

その他手当
(作業手当
深夜手当
特別労働手当）

404 404 0

計 6,814 6,814 0
0

50

100

150

200

7月10日 7月11日
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資材調達の支援対応

災害対策本部業務



23審査結果 ②人員の移動・宿泊費

＜②人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞

単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞

◼ 停電復旧までに宿泊対応を行ったのは2名のみであった。
◼ 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合し
ているか等について審査し、問題ないことを確認した。

項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費 102 102 0

宿泊費 13 13 0

その他費用
（レンタカー、レ
ンタル布団等）

0 0 0

計 115   115 0
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24２．審査結果 ③委託費

項目 申請対象
費用 審査額 差異

送電
（巡視等） 8,998 8,998 0

配電
（伐採工事費） 1,474 1,474 0

計 10,472 10,472 0

単位：千円

＜③委託費の内訳＞

◼ 委託費は、送電設備の航空巡視が多くを占めている（その他は、配電線路接近樹木等伐採等）。
◼ 委託業務範囲/工事内容や証憑及び申請金額等について審査し、問題ないことを確認した。



25

3. 九州エリア 2021年8月大雨による被害に対する仮復旧費用
（九州電力送配電株式会社）



26対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 九州エリア 2021年8月大雨による被害に対する仮復旧費用

2．災害要件

3．被害状況 ・停電発生日時 ：2021年8月14日（土）
・最大停電日時、 戸数：2021年8月14日 8時、約2.1千戸
・損害設備状況：〔配電〕停電回線数(累計)：71回線

（主に、土砂崩れや樹木倒木による電柱・電線被害）
・仮復旧終了扱い日時点の停電戸数 : 0戸
（99％停電解消となる基準戸数：21戸）

4．仮復旧終了日（扱い日）
2021年8月15日 20時

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額）

26,895,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災前）
・8/14 2時15分に佐賀県、長崎県、5時50分に福岡県に大雨特別警報発令



27対象となる申請案件の災害概要 ～九州エリア 2021年8月大雨の概要～

◼ 2021年8月中旬、日本付近に停滞している前線に向かって下層の暖かく湿った気流が流れ込み、前線
の活動が非常に活発となった。

◼ 特に九州北部地方と中国地方で線状降水帯が発生して記録的な大雨となり、8月13日～15日には気
象庁が各地に特別警報を発表した。

◼ 特に九州地方では、降水量が1,400mmを超えた箇所があるなど、8月の月間平年降水量の5倍近い
雨量となった地点があった。

<気象庁/福岡管区気象台・広島地方気象台 速報：報道発表資料より抜粋>
https://www.jma-net.go.jp/hiroshima/siryo/20210824_sokuhou.pdf
https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/gyomu/osirase/20210814_0700.pdf

https://www.jma-net.go.jp/hiroshima/siryo/20210824_sokuhou.pdf


28対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

◼ 以下により、交付対象となる災害基準要件（8/14：佐賀県、長崎県に大雨特別警報が発令)を満たし
ていることを確認した。（九州電力送配電株式会社提供資料より）



29対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

停電件数の推移

停電発生日
8/14 4:00

停電ピーク
8/14 8:00

99%停電復旧
8/15 20:00

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

該当なし
仮/本
区分可

仮/本
区分不可

伐採工事、巡視、排水ポンプ設置など

事前対応

該当なし

該当なし 設備復旧、災害対策本部、事業所内支援など

上記対応に資する申請
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30審査結果 ①時間外労務費・日当等

＜①時間外労務費・日当の内訳＞

単位：千円

◼ 時間外労務費の対象として、延べ約650名超が復旧対応にあたった。
◼ 申請している作業内容が適切か、時間外単価/日当及び各種手当が当該会社の各種規程に基づき適
切に計算されているか、申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか
等について審査し、問題ないことを確認した。
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項目 申請対象費
用 審査額 差異

時間外労務費 18,172 18,172 ０

日当 65 65 0

その他手当
(作業手当
深夜手当
特別労働手当）

988 988 0

計 19,225 19,225 0



31

◼ 停電復旧までに宿泊対応を行ったのは22名であった。
◼ 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合し
ているか等について審査し、問題ないことを確認した。

審査結果 ②人員の移動・宿泊費

＜②人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞

単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞
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項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費 314 314 0

宿泊費 164 164 0

その他費用
（レンタカー、レ
ンタル布団等）

60 60 0

計 537   537  0



32審査結果 ③委託費、④電源車の燃料代

項目 申請対象
費用 審査額 差異

送電
（巡視等） 6,345 6,345 0

変電
（排水ポンプ設置等） 1,061 1,061 0

配電
（高圧線の縁開放・

伐採工事）
1,776 1,776 0

計 9,182 9,182 0

単位：千円

＜③委託費の内訳＞ ＜④電源車の燃料代＞

項目 申請対象
費用 審査額 差異

発電機車点検費 660 660 0

発電機車燃料費
（軽油税含） 121 121 0

その他費用
（設置費・消防申
請等）

157 157 0

計 938 938 0

単位：千円

◼ 委託費は、送電設備の航空巡視が多くを占めている（その他は、配電線路接近樹木等伐採、高圧線の
縁開放工事等）。

◼ また、電源車を活用した復旧を一部エリアで行っており、そのための燃料についてタンクローリーを用いて充填
するといった対応も行っていた。

◼ 委託業務範囲/工事内容や証憑及び申請金額等について審査し、問題ないことを確認した。



（別紙２） 

1 

 

広域総第２０２１－１１４号  

２０２２年１月２６日  

 

中国電力ネットワーク株式会社  

代表取締役社長  

松岡  秀夫  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２１年１２月２７日付で受理致しました「７月大雨による被

害に対する仮復旧費用（２０２１－０９）」に関する災害等扶助交

付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１項に基づき、

申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２項に基づき、

下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致します。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

７月大雨による被害に対する仮復旧費用（２０２１－０９）  

２．交付金額  

４ ,７０７ ,０００円  

３．交付決定日  

２０２２年１月２６日  

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える  

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の  

通り支払う。  

 

 



（別紙２） 

2 

 

支払い日  支払い額  備考  

（１）  

２０２２年２月末日  

―  積立残高

ゼロのた

め  

（２）  

２０２２年度災害等扶  

助拠出金の納入完了の  

翌月末  

４ ,７０７ ,０００円  交付金額

―（１）  

合計  ４ ,７０７ ,０００円   

 

以上  



（別紙３） 

1 

 

広域総第２０２１－１１５号  

２０２２年１月２６日  

 

九州電力送配電株式会社  

代表取締役社長  

廣渡  健  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２２年１月７日付で受理致しました「２０２１年７月大雨に

よる被害に対する仮復旧費用（２０２１－１０）」に関する災害等

扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１項に基

づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２項に

基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致します。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

２０２１年７月大雨による被害に対する仮復旧費用  

（２０２１－１０）  

２．交付金額  

１５ ,６６１ ,０００円  

３．交付決定日  

２０２２年１月２６日  

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える  

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の  

通り支払う。  

 



（別紙３） 

2 

 

支払い日  支払い額  備考  

（１）  

２０２２年２月末日  

―  積立残高

ゼロのた

め  

（２）  

２０２２年度災害等扶  

助拠出金の納入完了の  

翌月末  

１５ ,６６１ ,０００円  交付金額

―（１）  

合計  １５ ,６６１ ,０００円   

 

以上  



（別紙４） 

1 

 

広域総第２０２１－１１６号  

２０２２年１月２６日  

 

九州電力送配電株式会社  

代表取締役社長  

廣渡  健  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２２年１月７日付で受理致しました「２０２１年８月大雨に

よる被害に対する仮復旧費用（２０２１－１１）」に関する災害等

扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１項に基

づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２項に

基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致します。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

２０２１年８月大雨による被害に対する仮復旧費用  

（２０２１－１１）  

２．交付金額  

２６ ,８９５ ,０００円  

３．交付決定日  

２０２２年１月２６日  

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える  

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の  

通り支払う。  

  



（別紙４） 

2 

 

支払い日  支払い額  備考  

（１）  

２０２２年２月末日  

―  積立残高

ゼロのた

め  

（２）  

２０２２年度災害等扶  

助拠出金の納入完了の  

翌月末  

２６ ,８９５ ,０００円  交付金額

―（１）  

合計  ２６ ,８９５ ,０００円   

 

以上  
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